
障害分野・高齢分野の連携推進事業

協働提案事業について

団体名 一般社団法人Ｇeny
所管課 障害者施策課、障害者生活支援課、介護保険課

資料1

しょうがいぶんや ・ こうれいぶんや の れんけいすいしんじぎょう

きょぅどう ていあん じぎょう

いっぱんしゃだんほうじん じぇにー

しょうがいしゃ しさくか しょうがいしゃ せいかつしえんか かいご ほけんか



協働の必要性

行政の強み
・区民や事業所に広く公平に情報提供、協力の要請が可能
・担当施策に関する法律に基づくサービス提供の仕組みを熟知

実施団体の強み
・区民・事業者のニーズをダイレクトにフォーラム、セミナーの内容に
反映可能

・高齢施策や障害施策の垣根にとらわれず一体的で柔軟な対応
が可能

協働することで互いの力を補完
▶個別の事業をネットワークでつなぎ、広く拡げることを可能にする
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きょうどう ひつようせい

ぎょうせい つよみ

ひろく こうへい じょうほうていきょう きょうりょく ようせい かのう

じっしだんたい つよみ

たんとう しさく かんする ほうりつ もとづく ていきょう しくみ じゅくち

こうれい しさく しょうがい しさく かきね いったいてき じゅうなん たいおう

かのう

はんえいかのう

きょうどう たがい ちから ほかん

こべつ じぎょう ねっとわーく ひろく ひろげる かのう

にーず だいれくと ふぉーらむ せみなー ないよう



高齢・障害両分野の課題

①両分野で相互の情報や知識が不足し 理解や連携が図りづらい

②家族構成や生活スタイルが多様化し これまで(既存)の制度や
サービスでは対応が困難なケースが増えてきている
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区民のニーズに応えきれない

こうれい ・ しょうがい りょう ぶんや かだい

りょうぶんや そうご じょうほう ちしき ふそく りかい れんけい はかり

かぞくこうせい せいかつすたいる たようか きそん せいど

さーびす たいおう こんなん けーす ふえて

くみん にーず こたえ



障害福祉

生活介護

事業所数 １１か所

現員（枠） ４２０人

定員（枠） ３９５人

現員－定員(枠) ２５人

障害分野の課題

▶生活介護（障害福祉）の定員枠不足
現状、生活介護の定員枠が不足している

（平成31年4月当時）

3

定員を25人
超えて受け入れていた

しょうがい ぶんや かだい

せいかつ かいご しょうがい ふくし ていいん わく ふそく

げんじょう せいかつかいご ていいんわく ふそく

ていいん にん

こえて うけ いれ



障害分野の課題

障害福祉

生活介護

事業所数 １3か所

現員（枠） ４４８人

定員（枠） ４３２人

現員－定員(枠) １６人
令和3年4月1日現在

定員に対して16人
超えて受け入れている

4

事業所数が増えた現在でも

通所事業所数が少なく定員枠が不足
➡生活介護事業所を新設しているが、需要に追いついていない
➡利用者の循環が少ない
➡新しい利用者が入りにくい ※現在、利用希望している人もいる

じぎょうしょすう ふえ げんざい

ていいん たいし にん

こえ うけ いれ

じゅよう おい

りようしゃの じゅんかんが すくない

あたらしいりようしゃ はいり げんざい りよう きぼう ひと

しょうがい ぶんや かだい



障害分野の課題

▶６５歳の介護保険への移行の問題
65歳を迎えると、原則、介護保険サービスに移行となるのだが、長年通所してきた

障害者施設（生活介護等)から
介護保険サービスの通所介護（デイサービス）にうまく移行できないケースが出てき
ていることも、利用者の循環が少ない理由の一因と考えられる

６５歳

障害福祉サービス利用

障害者通所施設

介護保険通所施設
（デイサービス）
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障害者通所施設

移行できず継続して
障害施設を利用

さい かいご ほけん いこう もんだい

さい むかえ げんそく かいご ほけん さーびす いこう ながねんつうしょしてきたしせつ

でいさーびす いこう けーす でて

りようしゃ じゅんかん すくない りゆう いちいん かんがえ

しょうがい ぶんや かだい



高齢分野の課題

▶通所介護事業所（デイサービス）の
特色・内容が整理できていない

・デイサービスの数が多い（約150か所）が、事業所の詳細や、
特色などが分かりやすく整理された資料が少なく選択しづらい。
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こうれい ぶんや かだい

つうしょ かいご じぎょうしょ でい さーびす

とくしょく ないよう せいり

でいさーびす かず おおい やく かしょ じぎょうしょ しょうさい

とくしょく わかり せいり しりょう すくなく せんたく



対応策の検討
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たいおう さく けんとう



高齢・障害両分野の情報共有や交流の必要性
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実態の把握をしてニーズを明らかにする

両分野の制度やサービスを含む情報や知識を共有する場の設定

相互交流の機会をふやしていく

既存の活動内容やひとりひとりの持てる力・案を出し合っていく

ことで・・・

りょうぶんや せいど さーびす ふくむ じょうほう ちしき きょうゆう ば せってい

きそん かつどうないよう もてる ちから・あん だしあって

こうれい ・ しょうがい りょうぶんや じょうほうきょうゆう こうりゅう ひつようせい

そうご こうりゅう きかい

じったい はあく にーず あきらか



協働提案事業の目標
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相互の連携が進んでいく可能性が高い

区民のニーズに応える足がかりとなっていきたい

そうご れんけい すすんで かのうせい たかい

くみん にーず こたえる あしがかり

きょうどう ていあん じぎょう もくひょう



令和2年度事業一覧
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事業内容

6月 障害者・家族へのニーズ・実態調査

９月 ケアマネ・ケア２４向けセミナー開催

10月 障害者・家族・支援者向けセミナー開催

11月 デイサービス事業所向けセミナー開催

３月 デイサービス事業内容調査

しょうがいしゃ ・ かぞく にーず ・ じったいちょうさ

けあまね ・ けあ24 むけ せみなー かいさい

しょうがいしゃ ・ かぞく ・ しえんしゃ むけ せみなー かいさい

でいさーぴす じぎょうしょ むけ せみなー かいさい

でいさーびす じぎょう ないよう ちょうさ

れいわ 2 ねんど じぎょう いちらん



令和3年度事業一覧

事業内容

７月 デイサービス事業所向けセミナー開催②

9月27日 高齢分野・障害分野両支援者向けセミナー開催

11月26日 フォーラム開催

12月～2月 カタログの作製 (のーまらいふ杉並への掲載)

３月 事業内容の整理／評価
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こうれいぶんや ・ しょうがいぶんや りょうしえんしゃ むけ せみなー かいさい

でいさーぴす じぎょうしょ むけ せみなー かいさい 2

ふぉーらむ かいさい

かたろぐ さくせい すぎなみ けいさい

じぎょう ないよう せいり ひょうか

れいわ 3 ねんど じぎょう いちらん



活動報告
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かつどう ほうこく



障害者・家族へのニーズ調査

20歳以上の障害者・家族 約1500人を対象に調査を実施
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１) 障害福祉の通所サービスを利用している
障害当事者及びそのご家族

２) 通所サービスの利用を検討したが、今は
通所していない障害当事者及びそのご家族

３) 現状困っているケア内容や通所サービス内容
に関する満足度等について紙面調査を実施

さいいじょう しょうがいしゃ ・ かぞく やく にん たいしょう ちょぅさ じっし

しょうがい ふくし つうしょ さーびす りよう

しょうがい とうじしゃ および かぞく

つうしょ さーびす りよう けんとう いまは

つうしょ しょうがいとうじしゃ および かぞく

げんじょうこまって けあ ないよう つうしょ さーびす ないよう

かんする まんぞくどとう しめんちょうさ じっし

しょうがいしゃ ・ かぞく にーず ちょうさ



障害者・家族へのニーズ調査報告書の作成
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障害当事者・家族への調査結果報告
しょうがいとうじしゃ ・ かぞく ちょうさけっか ほうこく

しょうがいしゃ ・ かぞく にーず ちょうさ ほうこくしょ さくせい



各種セミナーの開催
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①2020.9.25 ケアマネ・ケア２４向けセミナー

②2020.10.28 障害者・家族・支援者向けセミナー

③2020.11.13 デイサービス事業所向けセミナー

④2021.7.9 デイサービス事業所向けセミナー2

⑤2021.9.27 障害分野・高齢分野支援者向けセミナー

でいさーびす じぎょうしょ むけ せみなー

でいーざひす じぎょうしょ むけ せみなー2

しょぅがいしゃ ・ かぞく ・ しえんしゃ むけ せみなー

けあまね ・ けあ24 むけ せみなー

しょうがいぶんや ・ こうれいぶんや しえんしゃ むけ せみなー

かくしゅ せみなー かいさい



各種セミナーの開催
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１)実際にサービスを利用されている方の
様子を動画で紹介

２)具体的に広がる選択肢の例を紹介

３)積極的な質問応答

対面及びZoomにてセミナー開催
セミナーの様子をYouTubeでも発信

じっさい さーびす りよう かた

ぐたいてき ひろがる せんたくし れい しょうかい

せっきょくてき しつぎおうとう

たいめんおよびずーむ せみなー かいさい

せみなー ようす ゆーちゅーぶ はっしん

ようす どうが しょうかい

かくしゅ せみなー かいさい



セミナー参加者の声
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セミナー参加者のアンケート結果

区民向けの通所事業所情報のパンフレッ
トができあがったらぜひ欲しいです。

動画を通して実際の(共生型サービス利
用者)の実際の様子を見ることができて
良かった。(セミナーの内容が)ケアマネの業務で活

用できそうです。

障害・高齢分野の連携によって (私たち
が)求めているサービスにつながると感
じた。

①ケアマネジャー・ケア24向けセミナー参加者

②障害者・家族・支援者向けセミナー参加者

③デイサービス職員向けセミナー参加者

共生型サービスについて(セミナーの内
容を)事業所内で共有していきたい

共生型サービス(申請)の手続きや料金
に関しての違いなどを知りたい

一度は法人で(共生型サービスの申請
について)検討すべきことと感じました。

障害事業所と高齢介護事業所が交流でき
る機会があると良いと思った。

④デイサービス職員向けセミナー参加者

せみなー さんかしゃ こえ

せみなー さんかしゃ あんけーと けっか



デイサービス事業所への事業内容調査

区内通所サービス事業所対象に調査
18

杉並区内に高齢者のデイサービスの数は多い（約150か所）が

各々が独自のパンフレットなどを作っていることから事業所の詳細

や、特色などを比較できる資料が少なく ニーズに適した事業所の

情報提供がしづらい

すぎなみ くない こうれいしゃ でいさーびす かず おおい やく 150 かしょ

おのおの どくじ ぱんふれっと つくって じぎょうしょ しょうさい

とくしょく ひかく しりょう すくなく にーず てきした じぎょうしょ

じょうほう ていきょう

くない つうしょ さーびす じぎょうしょ たいしょう ちょうさ

でい さーびす じぎょうしょ じぎょう ないよう ちょうさ



カタログ等の作成
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１)利用者にとって見やすく比較しやすいデイサービス
情報が得られ、サービスが選択しやすい

2)デイサービス事業所にとって公平に情報提供ができる

3) 相談支援員やケアマネジャーにとって一元的に情報
提供ができる

共生型サービス事業所を含めたデイサービス情報のカタログ
のーまらいふ杉並にも情報をアップ

通所サービス事業所ごとに共通の項目・基準でサービス内容を整理

きょうせいがた さーびす じぎょうしょ ふくめた でいさーびす じょうほう かたろぐ

つうしょさーびす じぎょうしょ きょうつう こうもく ・ きじゅん さーびす ないよう せいり

りようしゃ み ひかく でいさーぴす

でいさーびす じぎょうしょ こうへい じょうほうていきょう

そうだんしえんいん けあまねじゃー いちげんてき じょうほう

ていきょう

じょうほう えられ さーびす せんたく

かたろぐ とう さくせい



共生型サービス
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「地域共生社会」の実現に向けて

国が地域の実情に応じて制度の縦割りを超えて柔軟に必要な支援を確保す
ることが容易になるよう事業・報酬の体系を見直す政策として提案された。

平成30年度より介護保険制度及び障害福祉制度に「共生型サービス」を創設

介護保険または、障害福祉のいずれかの指定を受けている事業所が、もう一方の
制度の指定を受けやすくするためのもの

障害福祉
サービス事業所

介護保険施設

各制度に基づき
明確に分けられている

同じ施設・事業所で支援がで
きる

共生型サービス
の指定をとると

へいせい30ねんど かいごほけん せいど および しょうがいふくし せいど きょうせいがた さーびす そうせつ

かいごほけん しょうがいふくし してい うけて じぎょうしょ いっぽう

せいど してい うけやすく

ちいき きょうせい しゃかい じつげん むけ

きょうせいがた さーびす

たてわり こえて じゅうなん ひつよう しえん かくほ



事業の中での共生型サービス

介護保険 障害福祉サービス

通所サービス 通所介護（デイサービス） 生活介護

ホームヘルプサービス 訪問介護 居宅介護
重度訪問介護

ショートステイ 短期入所生活介護 短期入所

■サービスの組み合わせ

介護保険のデイサービス事業所に障害福祉サービスの共生型
（通所）サービスの指定を取ってもらうことを促進したい。

21

「共生型サービス」の制度を杉並の課題と照らし合わせて、

うまく活用できないかと考えています。

きょうせいがた さーびす せいど すぎなみ かだい てらし あわせ

かつよう かんがえ

さーびす くみあわせ

かいご ほけん でいさーびす じぎょうしょ しょうがい ふくし さーびす きょうせいがた

つうしょ さーびす してい とって そくしん

じぎょう なか きょうせいがた さーびす



フォーラムの開催
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2021.11.26
１) 障害者家族や高齢当事者・家族
２) 両分野の支援者
３) 行政職員
４）福祉大学教授によるシンポジウム

実態調査の分析評価～今後を考える

オンラインによるライブ配信

地域共生社会からみる

障害・高齢分野の連携を考える

フォーラム

しょうがい・ こうれい ぶんや れんけい かんがえ

ふぉーらむ

ふぉーらむ かいさい

じったいちょうさ ぶんせきひょうか こんご かんがえ

おんらいん らいぶ はいしん
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